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選択・施工上の注意
1 下地の調整
■下地の平滑仕上げ
壁紙の厚みはおおよそ1㎜未満であり、下地の凹凸を壁紙だけで防
ぐことはできません。下地が平滑になるよう、施工環境に応じた入念
な下地処理を行ったうえで壁紙を施工してください。また、ネジ・クギ
類も施工後の不陸や変色等の原因になるため、突起を完全に沈め、
サビ止め処理をしてください。パテが壁紙に付着した場合は、壁紙の
凹部に入り込まないよう慎重に除去するようにしてください。

■下地や状況に応じたシーラー処理
木質系・合板下地・コンクリート下地・モルタル下地に直接施工す
ると、壁紙にシミや変色が発生することがあります。それぞれ専用
のシーラーで必ず下地処理をしてください。シーラー処理を施すこ
とで、接着不良や変色を防ぎ、また、リフォーム時に剥がしやすくな
ります。

■下地と同色のパテを使用
パテは下地と同色のものをご使用ください。下地と異なる色のパテ
を使用すると、施工後に下地の色が透けて見える場合があります。

■下地は乾燥させてから
コンクリートやモルタルなどの湿式下地、およびシーラー・パテを施
した箇所は十分に乾燥（水分率11％以下）してから施工を開始し
てください。乾燥が不十分な場合、壁紙の変色・剥がれ・かびが発
生することがあります。

■浮いた裏打紙の処理
貼り替え時、以前貼られていた壁紙の裏紙が残っている場合、残っ
た裏紙は完全に剥がしてから施工してください。 そのまま施工する
と目 や浮きの原因になります。

■下地起因の変色等について
下地及び下地の内側からの影響を受けて、壁紙に変色やかびなど
が発生する場合があります。 石膏ボード下地の場合でも、木質構
造材や断熱材等さまざまな施工環境要因で、明確な原因の特定が
困難な変色が発生する可能性がありますのでご了承ください。

2 接着剤
■商品や施工環境に合わせた準備
商品特性や施工環境に合わせて接着剤の配合やオープンタイムを
調整したり、部屋を暖めるなど配慮してください。特に5℃以下の環境
では接着力が弱く、施工不良の原因になりますので、接着剤の注意
事項を必ず守ってください。

■希釈・塗布量
接着剤の希釈は、接着剤メーカーの指定割合を守ってください。塗
布量は130～140ｇ/㎡を目安とし、均一に塗布してください。

■糊付け後の注意点
壁紙に糊付け後、適切なオープンタイムを取ってください。 施工を
容易にするとともに、フクレや目 の発生を防ぎます。 また、壁紙を
きつく折りたたんだり、湾曲部に荷重がかからないようにしてくださ
い。 折りジワが発生し、元に戻らない場合があります。

3 貼り付け
■ロット番号・施工上の注意の確認
同じ空間に施工する場合は、同一ロットの商品をご使用ください。
別ロット品で施工した場合、色違い等の不具合が生じることがあり
ます。また、施工上の注意も十分にご確認の上、施工するようにして
ください。

■有効巾について
壁紙は必ず有効巾でご使用ください。重ねしろは有効巾に含みま
せん。有効巾を超えた使用は、左右色違いの原因となります。

■石膏ボード下地の注意点
カッターで石膏ボードの原紙まで切り込むと目 の原因となります
ので、カットの際は下敷きテープをご使用ください。 また、ボードの
継ぎ目付近ではジョイントしないでください。 仕上がりに支障をき
たすことがあります。

■ベニヤ下地の注意点
ベニヤなどの木質下地に重ね断ち施工する場合、カッターでシー
ラー塗布面を傷つけますとアクの滲み出しによる変色の原因になり
ます。カットの際は必ず下敷きテープを使用し、シーラー塗布面を傷
つけないようにしてください。

■柄合わせについて
柄合わせの必要な商品は見本帳に「リピート」を表示しています。リ
ピートの値は理論値であり誤差が生じます。施工の際は、ジョイン
トマークを参考に柄を目視で合わせて重ね断ちにて施工してくださ
い。

■ジョイント位置について
ジョイントは商品の端部同士としてください。端部と中央部でジョ
イントした場合、色差が生じるおそれがあります。また、天地・左右
を確認の上、同一方向で施工してください。特に開口部の上下への
施工や、貼り足しや部分補修で残材を使用する場合、一部分のみ
を横貼りにすると色違いが起こりやすいため、ご注意ください。

■付着した接着剤や汚れの処理
壁紙の表面や廻り縁などに糊・汚れなどが付かないよう十分ご注
意ください。 付着した場合は、きれいな水を含ませた布で直ちに拭
き取り、最後に乾拭きしてください。 糊や汚れが付着したまま放置
すると、かびや変色の原因になります。

■貼り出し確認
品質には万全を期しておりますが、念のため壁紙を3巾ほど施工し
た時点で商品に問題のないことをご確認ください。明らかに欠陥が
あると判断された場合には、直ちに作業を中断し販売店または弊
社営業窓口までご連絡いただきますようお願い申し上げます。3巾
以降の施工費賠償については、お受けいたしかねますのでご了承く
ださい。

4 養生
■施工後は自然乾燥を
施工後は、接着剤が安定するまで自然乾燥させてください。急速に
乾燥させると剥がれ・めくれなどの原因になります。

■養生テープについて
粘着力の強いテープの使用は破れや汚れ、変色の原因になります
のでご注意ください。

5 その他
■ホワイトライン
商品特性上、濃色の商品は施工環境により、ジョイント部に白いラ
インが入ったように目立つ場合があります。

■トイレルームへのご使用について
黒色や濃色の壁紙を全面に施工した場合、リモコンの赤外線を吸
収し、トイレなどの機器が反応しにくくなる場合がありますのでご注
意ください。

塩化ビニル製壁紙の「∞PVC」マーク表示について
「資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法：
平成13年4月1日施行）」により、塩化ビニル製壁紙は指定表示製
品に分類され、分別を容易にするために「∞PVC」マークを表示す
ることが義務づけられています。
「∞PVC」マークは1㎡あたりに1つ以上表示しており、目視で確
認できますが、壁紙表面への色の影響を抑えるため、淡い色のイ
ンクを使用しています。分別の際は、剥がした壁紙の裏面にブラッ
クライトを照射させると、「∞PVC」マークの確認が容易です。


